






　日本科学協会は、約一世紀にわたって科学知識の普及と若手研究者の

研究助成に力を尽くしてきました。また、本会のもう1つの柱である日中

交流プロジェクトは、2019年 4月をもって開始20周年を迎えました。

　プロジェクトの始まりは図書寄贈です。図書を通じて日本の文化や

友好の思いを伝えるため、日本中から善意の図書を募り中国に贈った

のです。初めて海を渡った 2 万冊弱の図書は、10 大学に届けられまし

た。そして、現在、寄贈先は 77 大学、寄贈累計は 383 万冊を超えており

ます。併せて実施している日本知識大会、読書感想文コンクール、作文

コンクール、研究論文コンクールは、いずれも斬新な発想のもとに立ち

上げた無二の事業ではありましたが、広く認知され多くの参加者を獲

得していく中で、屈指の日中交流事業へと成長することができたと自

負しております。

　社会が大きく変化したこの 20 年、日中関係にも様々な起伏がありま

したが、私どもは、如何なる時も民間交流事業を継続・発展させてくる

ことができました。これも事業の助成元である日本財団、共催機関を始

めとした日中双方の関係者の皆様の多大なご支援とご協力の賜であり

心より御礼申し上げます。

　国際交流の鍵となるのは、やはり相手国の言葉が分かる人やその国

に関心がある人たちです。このプロジェクトにおいても、そうした若者

の国際理解を如何に深めるかがポイントとなっております。しかし、現

実には、相手国の言葉が分からない人やその国への関心が余り無い人

への関心を喚起することも重要な課題となります。母国語で応募でき

る作文コンクールを日中両国で行っているのも、こうした観点からで

す。「千里の行も足下より始まる」の言葉通り、私どもは次世代人材の育

成に一から全力を注いできました。

　科学が新たな発見を追い求めるとともに、公共の利益になる道筋を

探る使命を持っているように、この日中交流プロジェクトにおいては、

日中の友好と相互理解を推し進め、日中の将来を担う人材を育成する

ことが責務です。このことは、若手研究者を支援しようという本会の理

念に通じるものです。私どもは、目先の成果にとらわれず、日中の新た

な時代を切り開く次世代の人材育成をめざし、「日中未来共創プロジェ

クト」として、変わらぬ活動を続けていきたいと考えております。これ

からも引き続きご支援、ご協力を賜りますようお願いいたします。
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新たな時代を切り開く
次世代の人材育成

大島美恵子
日本科学協会会長　



5

日中の友好に大きな貢献

笹川陽平
 日本財団会長　

　中国の大学への図書寄贈で始まった日本科学協会の日中友好事業が

20 周年を迎えました。日本科学協会の皆さんの努力に敬意を表し、心

からお祝い申し上げます。同時に長年にわたり活動を支援下さった日

中双方の関係者の皆様に厚く御礼申し上げます。

　日本に関する図書寄贈事業は 1999 年に始まり、その後、日本知識大

会、日中における作文コンクール、日本研究論文コンクール、さらに日

中の成績優秀者をそれぞれ相手国に招聘する事業など着実な広がりを

見せています。

　この間、図書寄贈事業においては、日本の大学や研究機関、企業、研究

者、個人など多方面から提供いただいた 383 万冊に上る日本の図書を

中国の 77 大学・研究機関に寄贈しました。また 2004 年に 8 大学が参

加して始まった日本知識大会は、近年 100 大学以上が参加する中国で

も一、二を争う一大イベントに成長しました。

　国と国の関係、とりわけ隣国関係は難しいと言われます。日中関係も

この 20 年間、山あり谷ありでした。しかし、二千年の歴史を振り返れ

ば、世界でも珍しい友好的な関係を維持してきました。両国の友好は北

東アジアひいては世界の平和の大きな鍵となります。さらなる努力で

安定した未来志向の友好関係を築いて行く必要があります。

　日中両国は今後、様々な困難に直面します。例えば両国で進む少子高

齢化。これをどう乗り切るか、世界が注目しています。世界に先駆けて

この問題を解決していくには次代を担う若者の知恵こそ必要です。そ

のためにも若者同士の交流が何よりも大切であり、日本科学協会のよ

うな「民」の支援、さらに社会全体の応援や支えが重要となります。

　将来を見据え、日本財団は、今後も日本科学協会とともに民間レベル

の交流事業を通じて国際社会で活躍できる人材を幅広く育成し、日中

関係の発展、さらには世界の平和と安定にささやかでも貢献したいと

思います。今後とも一層のご支援、ご協力をよろしくお願い致します。



日中未来共創プロジェクトの理念
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日中未来共創プロジェクトの構成

図書寄贈

笹川杯
知識大会

訪日プログラム

日中
未来共創
プロジェクト

日本で提供された図書を
中国の対象大学に寄贈

中国の大学の
日本語学習者が参加する
日本に関する日本語に
よるクイズ大会

笹川杯
作文コンクール
中国の若者が綴る日本に
関する作文、読書感想文、
研究論文コンクール
（中国語 日本語）

Panda杯
作文コンクール
訪中プログラム
中国をテーマに日本の
 若者が日本語で書く
    作文コンクールと
         成績優秀者の
             中国訪問

知識大会、作文コンクール
成績優秀者及び中国の
大学図書館担当者の
日本招聘
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Panda杯
作文コンクール
訪中プログラム

（」本日知感「 中国語版）

（日本語版）スタート

笹川杯
作文コンクール

2008

日中未来共創プロジェクト 20年の軌跡

図書寄贈

笹川杯
知識大会

訪日プログラム

 1999 2000 2001 2002  2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019  

「日本知識大会」 「感知日本」

成績優秀者の合同招聘

スタート

第1 回「大学図書館担当者」 招聘

第1回寄贈大学交流会開催

第3 回寄贈大学交流会開催

第2回「大学図書館担当者」

招聘

第2回寄贈大学交流会開催

「日本知識大会」

成績優秀者招聘スタート

第4回「大学図書館担当者」

招聘

第4回寄贈大学交流会開催

第3回「大学図書館担当者」

招聘

黒竜江省でスタート

日本知識クイズ大会開催

黒竜江省、華東地域でスタート

2地域で大会開催

黒竜江省、華東地域、吉林省でスタート

3地域で大会開催

華東、東北地域でスタート

2地域で大会開催

1999

2004

2005

2006
2000 2002

2003

2004

2005 2008

2007

20082001

2002 2004

2005

2006

2008

20092007
対象大学：10大学決定

第1回寄贈19,602冊（10大学）

寄贈式実施：3大学 対象追加：3大学

対象追加：4大学

寄贈数100万冊突破

（17大学）

南京大学が本協会誌
「採集と飼育」を電子化

寄贈式実施：4大学

中国到着後の

経費を大学が負担開始

対象追加：7大学

寄贈式実施：3大学

北部中継開始

南部中継開始

寄贈式実施: 6大学

寄贈数200万冊突破（25大学）

北部

中継終了

対象追加：3大学

対象追加：1機関

寄贈式実施：1大学

授賞式（2005年）

授賞式（2009年）

授賞式（ 2014年） 授賞式（ 2015年）

訪問見学（ 2015年）

（」本日知感「
（日本語版）スタート

日中未来共創プロジェクト 20年の軌跡

寄贈数200万冊突破
（25大学）
全国中継開始

 1999 2000 2001 2002  2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019  



 1999 2000 2001 2002  2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019  
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「Panda杯作文」

及び「訪中プログラム」スタート

2014

中国語版）
）スタート

「感知日本」作品集

第一弾出版

「感知日本」作品集

第二弾出版

）版語国中（」本日知感「

見送り

「本を味わい日本を知る」

（中国語版）スタート

「日本研究論文」

スタート

「感知日本」 （中国語版）
（日本語版）完了

2019

2019

「感知日本」
作品集
第三弾出版

「本を味わい日本を知る」

（日本語版）スタート

「Panda杯」

作品集

第一弾出版

201820162010 2012 2013

　本プロジェクトは、1999年度、日本で提供された
図書による国際理解の促進を目的に「教育·研究図書
有効活用プロジェクト」としてスタートした。
　その後、中国においては大学等への図書寄贈に加
えて大学生等を対象とした日本知識大会、作文コン
クール、読書感想文コンクール、日本研究論文コンクー
ル及びこれらの事業に係る日本招聘、さらに日本にお

いても若者を対象とした作文コンクール及び中国訪問
を順次立ち上げるなど、日中双方向の交流事業として
多角的な発展を遂げてきた。2018年度には発展に応
じて「日中未来共創プロジェクト」と名称変更した。
　2019年4月に創立20周年を迎え、9月には長年に
亘る日中交流への貢献が評価され、中国外文局優秀
パートナー賞を受賞した。

第5回「大学図書館担当者」

招聘

第6回「大学図書館担当者」

招聘

第5回寄贈大学交流会開催 「日本知識大会」「感知日本」

「本を味わい日本を知る」

成績優秀者の

合同招聘スタート

」文論究研本日「」る知を本日いわ味を本「

成績優秀者の合同招聘スタート

2019

 大会規模約110大学参加

2019

2019

華東、東北、西南3地域大会

（翌年4月開催）

全国大会（以降、毎年開催）

全国大学日本知識大会開催（10月）

「全国大学

日本知識大会問題集」出版

20112010 2013 2018

2018

2010 2015

20162014

2010

2012

2013

2014

2015

2016

2017

2018

万冊突破

北部
中継終了
対象追加：
大学

寄贈数300万冊突破（43大学）

対象追加：7大学

寄贈式実施：1大学

対象追加：7大学

寄贈式実施：7大学

対象追加：7大学対象追加：1大学

対象追加：7大学

対象追加：5大学

対象追加：6大学、1機関 南部中継終了

上海交通大学が寄贈業務管理システムを開発

対象追加：6大学
寄贈式実施：2大学

対象追加：2大学

寄贈式実施：3大学

方正輝副局長から大島美恵子会長への授与

対象大学：77大学

「日本知識大会」「感知日本」

 1999 2000 2001 2002  2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019  

全国中継開始



図書寄贈事業 

3,837,819
20年間で中国の
77大学に寄贈した本

1999年4月～2019年12月

冊

図書による日本文化と友好の伝播
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図書寄贈によるアジア諸国との相互理解の促進を目的に事業開始した。
寄贈先は、日本語学習者数が世界最多であること、重要な隣国であることなどから中国の大学等に絞っている。
日本の各方面から提供された図書を選定・調整のうえ受贈先の要望に応じて寄贈することにより、
日本理解と友好の深化を、また日本おいても対中関心の喚起を図っている。



収集

選定　
調整

●リスト作成

●受贈図書に関する問合せ

●寄贈先確定

●内容審査を申請

●

●

●

●

●

大学毎に仕分け・輸出

主な提供元
●出版社 ●公共図書館 ●研究所

●大学 ●高校 ●公益団体

●公共団体 ●企業

●病院 ●博物館 ●個人

輸入
中継

受贈
活用

図書輸入に際した 3 度に亘る中国側の

内容審査を円滑に進めるとともに、各大

学への寄贈図書の一括受入、通関手続、

各受贈先への配送手配を行う。

日本に対する広範な理解の助けとなる

多様な図書を中国に贈るため、メール、

手紙、HP、Fax等を通じて日本の各方面

に図書提供・協力を依頼して収集する。

各大学の特長に応じて寄贈図書を選定し、

書名、ISBN など内容審査の必須情報を

入力した図書リストにより受贈希望を

打診し、各回答に応じて寄贈先を決定

する。

日本の様々な情報を知るための資料とし

て、授業、座談会、ゼミ等で活用してい

る他、日本ブックフェアを開催し日本へ

の親近感を喚起する図書館もある。

⬇

⬇

⬇

⬇
▍

寄贈の流れ

各大学が直接受贈 ……… （1999～2005）

南部中継…上海海事大学（2006～2018）

北部中継…大連理工大学（2006～2013）

全国中継…国際贈書中心（2012～現在）

●書誌データ作成・提供

● CALIS
  （China Academic Library and
   Information System ）に登録
●新着寄贈図書の周知

南京大学（2019 年）

貴州大学（ 2007年）

吉林大学（2000年）

遼寧対外経貿学院（2005 年）

11

調査
交流
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寄贈対象77大学

寄贈対象大学決定順と図書寄贈実績累計
（1999年4月～2019年12月）
省･市･自治区 寄贈対象決定順 大学 寄贈冊数

北京市

9 清華大学 69,006
25 中国社会科学院 6,249
34 北京大学 2,491
44 中国伝媒大学 172
57 中国人民大学 412
65 中国農業大学 2,490
64 国際贈書中心 23,573

天津市
35 天津師範大学 35,383
40
77

2,928
         0

河北省 53 東北大学秦皇島分校 781

内蒙古自治区
29 内蒙古大学 6,634
66 内蒙古師範大学 1,152

遼寧省

6 中国医科大学 106,448
1 大連外国語大学 390,061
16 遼寧師範大学 49,944
17 大連医科大学 37,766
20 大連海事大学 87,564
21 大連理工大学 63,531
23 遼寧対外経貿学院 25,033
36 瀋陽師範大学 26,516
37 渤海大学 88,206
39 大連民族大学 61,014
73 東北財経大学 1,500

吉林省

7 延辺大学 139,421
8 吉林大学 222,189
11 長春師範大学 132,710
41 北華大学 5,426
54 東北師範大学 9,646
55 東北師範大学人文学院 11,505
70 吉林外国語大学 1,552

黒竜江省

5 哈爾濱医科大学 58,699
4 黒竜江大学 151,239
14 牡丹江医学院 46,134
15 黒竜江東方学院 181,784
18 斉斉哈爾大学 73,227
19 東北林業大学 76,933
28 鶏西大学 78,759

上海市

10 上海交通大学 76,672
22 上海海事大学 81,165
30 華東師範大学 35,298
43 上海師範大学 7,246
58 上海外国語大学 35,973
59 華東理工大学 2,081
62 復旦大学 1,314

省･市･自治区 寄贈対象決定順

江蘇省
2 江南大学 195,749
3 南京大学 203,692
74 南京工業大学 7,620

浙江省
12 寧波大学 103,638
46 浙江越秀外国語学院 35,603
61 嘉興学院 5,782
49 合肥学院 23,090

江西省 51 井岡山大学 17,083

山東省
32 山東大学 11,235
33 山東大学（威海） 24,622
42 中国海洋大学 9,903

河南省 48 南陽理工学院 1,296

湖北省

38 黄岡師範学院 3,541
45 中南財経政法大学 1,934
50 華中師範大学 59
52 武漢大学 7,406

湖南省
60 湖南大学 2,938
72 湖南科技学院 1,503

広東省
56 吉林大学珠海学院 43,335
71 暨南大学 2,371

広西チワン族自治区 13 広西師範大学 109,799

重慶市
31 西南政法大学 12,680
47 四川外国語大学 5,142

貴州省 24 貴州大学 202,767

雲南省
26 雲南大学 182,166
63 雲南民族大学 1,614
69 雲南大学滇池学院 301

陕西省
68 西安外国語大学 0
75 延安大学 13,208

甘粛省 27 蘭州大学 45,537
青海省 67 青海民族大学 609

　 その他 43,769
合計 3,837,819

天津外国語大学
天津科技大学

海南省 76 海南大学               0

大学 寄贈冊数
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図書寄贈式実施大学

年度 開催場所 実施大学

2000
延辺大学 延辺大学
吉林大学 吉林大学
上海交通大学 上海交通大学 

2004

中国医科大学 中国医科大学

黒竜江東方学院 
黒竜江大学 
哈爾濱医科大学
黒竜江東方学院 

2005 南京大学
南京大学
江南大学
寧波大学

2007 貴州大学 貴州大学

2008 大連外国語学院

大連外国語学院
遼寧師範大学
大連医科大学
大連海事大学
大連理工大学
遼寧対外経貿学院

2013 雲南大学 雲南大学
2014 中南財経政法大学 中南財経政法大学

2018
復旦大学 復旦大学
延安大学 延安大学

2019
内蒙古大学 内蒙古大学
雲南大学 雲南大学
北華大学 北華大学

上海交通大学（ 2000年）

寧波大学（ 2002 年）

延安大学（2018年）中南財経政法大学（2014年）









































応ເ僙傱け儗ー儮ー（㤶 理工大学図書館）

大学内授賞式（⃧㛛大学）
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知識大会・作文コンクール成績優秀者招聘実施概要
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